




















ギャンブルは、この造形物を単に何らかのカテゴリーに属するモノとして排他的に分類するので なく、荒涼とした環境に住む複数 集団が互 に外婚制度に
よって結びつこうとした「同盟関係の証」だと考えたのである。　
モノをモノだけの閉じられた文脈の中に閉じ込めるのではなく、その背後にあ
る社会関係を構築し、人間 モノ、社会と環境を調整するエージェントとして理解す この知見は、今日でもなお新鮮さを失わない。だが、ギャンブルが想定たこの広域ネットワークは、集団の安全を保障する政治や経済の領域だけに限定されるも ではなかった。スティーヴン・ミズンが述べて るように、私 ちの直接の先祖である現生人類が作り出 たひとつの表現体には、社会的知能 技術的知能、言語的知能、博物学的知能など 多様 認知領域 横断するダイナミックな知性表現が含まれてい
三。そう考えるなら、共通の様式によってつくられ
た女性像も、 同時に「美しいもの」 （美的対象） あり、 「聖なるもの」 （霊的対象）であり、 「価値を保証するもの」 （政治 対象）でもある いう多層的な解釈が成り立つはずである。それは現代の私たちが言うところの「芸術作品」であり、 「神聖な精霊像」であり、 「 盟記念碑」で あるような、 多様な社会関係のネットワークを担ってきたモノなのではないかと、考えられ のだ。　
これと似たような例に、オーストラリア先住民にとっての「チュリンガ」があ





















れる世界の黎明時代に歩いた地勢と、 深い関わりを持っている （図１） 。クロード・レヴィ＝ストロースは、これを次のように解説している。
　
チューリンガとはご存じの通り石か木で作られた物体で、形はほぼ楕円形を










ような価値を担うばかりでなく、偉大な 先 活躍する神話の時空と自己 意識を結びつけ、 その時空に入っていくための具体的な拠 どころにもなるのである。このことからチュリンガが、 実に複層的な価値領域に関わっていることがわかるそれは複数の心的モジュールを横断的 価値づけ、心的な潜在空間を活性化するばかりでなく、儀礼をとおして無時間的な「夢見 時」に人を導き、そこで生命と思考の充実を与えるものでもあった。　
それは私たちの世界が誇るある種の美術品のように、自己目的化したマーケッ
トのなかで流行に左右されながら価値を増減させ ような表現体では い ましてや、アカデミーの審査員によって価値づけられるよう 対象でもない。チュリ
図１　チュリンガの例
Baldwin Spencer and F.J. Gillen, 
The Native Tribes of Central 







とし 働くのである。 普段は隠されていて、 持ち歩くことはほとんどないとは言っても、それは言わば、先祖の生きていた神話的な時空間にアクセスするために必要不可欠な媒体であり、それを通じて無意識的な想像力の領域にダイビングしていくことが可能になる。　
チュリンガはつまり、それ自体に価値があるというよりは、先住民が祖先や土
地や周囲の生物たちとのあいだに築いてきたネットワーク全体の価値を代表すると考えた方がよいだろう。それは、道具としての形状や機能によってではなく、具体的な祖先や所蔵地との特別 関係によって特徴づけられる。初期のオーストラリア研究者として有名なスペンサーは「チュリンガという言葉には、実質意味と、性質 意味と あるが、トーテムの祖先と関係あるものは、楯でも、飛去来器でも、石刀でも、何でも皆チュリンガと言われて るのである
六」と述
べている。要するにそれは、神話的時空を現代につなぐ道具であり、歴史的に条件づけられた時間軸を超えて、先祖 英雄の住む神話的 時空へ 参入を助 ることができれば、特に道具とし の形状 機能は問われないのだ。　
オーストラリア先住民の文化には、単に他の集団とコミュニケーションをおこ






















パに話を戻すことにしよう。クライヴ・ギャンブルやクリス・ナイトは、これまで旧石器時代の「ヴィーナス像」と呼ばれてきた女性像は、 オーストラリアのチュリンガと同じように繰り返し儀式で使用された 地理的な情報と関わり 深い表現体であったのではないか、 考えている
八。これは大変に魅力的な仮説である
と、私は思う。オーストラリアの砂漠に所蔵されたチュリンガや「聖なる板」が神話的地勢をめぐる空間情報 地図化したものだ し ら 氷河期 彫刻家たちの手でつくられた女性像は、周期性と呼ばれる、時間にまつわる高次情報を潜在させていると考えられるの ないだろう 。　
このことは、周期的に飛来する渡り鳥や、季節によって毛の生え換わる哺乳類
のイメージが、当時の洞窟の内外から非常に数多く見つかっていることからも推察できる。おそら「象徴的爆発」ないし「認知的流動性のビッグバン」によって象徴的な認識能力を獲得した現生人類は、太陽や月、星空、
周囲の動植物をつぶさに観察しながら、一年や季節や一日の単位でそれぞれ回帰していく周期的な時間への驚異を感じていたはずだ。彼らはあるパターンを持って繰り返しめぐってくるのに一つとして同じではない、反復的な時間の認識をもとに、環境の変化や の生態に いて予測し、それに基づいて狩猟や採集といった生業活動をおこな いたと考えることができるだろう。　
同じことは、生殖や出産についても言えるはずである。性交（受精） 、妊娠、


















にもつ十三本 線が刻まれた三日月形のバイソンの角は、新月から満月に向けて膨らんでいく約半月の周期日数を表わすという。月の周期 ほぼひと月ごとにまわってくる女性の月経から次の排卵周期とパラレルな日数であること 、この浮彫像の作者は、 あきらかに天界と女性身体という、 二つ 異な レベルの「時間要因」を同一視して た、と考えることができるのだ。　
天界の運行に属する月の周期と、生理現象に属する女性の月経周期は、本来は
別々のカテゴリーに置かれた出来事 はずである。だが、こ 二つの周期に同じような「時間要因」の秩序を認め とき 自然界の全体秩序をあらわすマクロコスモスと、女性の身体レベルで 小さな秩序であるミクロコスモスは、互 に照応関係を結ぶものとなる。中沢新一 先駆的研究に引きつけて言えば 両者（宇宙と身体） ともに巻き込んで展開する時間秩序の照応関係は、 「対称性」と呼ばれる現生人類の心の働きを表わす。それは現生人類 心 発生した流動的知性の働きによって、はじめて可能に ったアナロジー（類推）思想だと考え ことができるだろう（ 『カイエ・ソバージュ』参照） 。　
ローセルの女性像は、満月に向けて膨らんでいく月の様相と、出産に向けて膨





ような認知マップはふつう カレンダー（暦） 」と呼ば るが、私たちの知っているカレンダーとの違いがあるとすれば、後者は過去を置き去り、未来へと進んでいく時間秩序を前提としているのに対して 前 死んで 甦り、生まれ はまた死ぬという、生命 周期的な更新プロセスそのも を刻印しようとする。ごくありふれた表現に言いかえれば、前者は線 歴史の時間軸に即しているし、
図３　フランスのローセルで発見された「角
をもつ女性像」。手元の角には13本の刻み目が
ある。前22000年〜前18000年頃。Jill Cook, Ice 









れる。しかし、この概念獲得のプロセスは、ある人の脳からほかの人の脳へと概念を「ダウンロード」するといった単純なものではない。人間の心は、ほかの人々から与えられた情報を常に再構成し、ゆがめ 変え、発展させるという作業をしている。このプ セスによって、あらゆる種類 宗教的概念（ほかの概念もすべてそうだか）が自然に作り出される。 かし、これらの概念がみな同じ運命をたどるわけではない。 （中略）ごく少数が、もとの概念がある程度維持された形で記憶にとどまり、ほ の人々 伝えられ、それら 人々の記憶に残って、さらにほか に伝えられる。これが、人間の文化に観察さ るものだ
一一
。
　「心のなかの概念」を伝えるのは、言葉だけではない。視覚描写的なイメージ表現のなかにも、それはさまざまな仕方で織り込まれ、表現されていくだろう。後期旧石器時代 つくら た数々のイメージには、人間の脳に生じた思考ばかりでなく、思考を超えた無意識の情動や、身体に直結した感覚レベルでの反応 簡単に論理化されることのない矛盾に満ちた生命過程のエネルギーが、具体的あるいは抽象的 形や色彩、質感を通して表現 れている。たとえば数十センチメートルにも満たない石版に具現化された女性 浮彫イメージのなかにも、一編の神話と同じように、ほかの人びとに って 開か 記号表現や概念
潜在しているのである。　
そこには、人間の心的なエネルギーがさまざまな形で圧縮されたり、置き換え
られたりした結果として、 「流動的知性」の働きによって生じた、高次元の複層的な意味が込められるのだ。たとえば、ある人間の心が「ほかの人々から与えられた情報」をもとに「再構成 、ゆがめ、変え、発展させる」ことによって受け継いでいった数々の情報は、こう た視覚描写的（
visuographic ）イメージとし
てコード化されることになる。そ には単に生活に役に立つ情報や、共同体 ほかの人びとと共有された体験に基づく記憶ばかりでなく 創作者 心に生じた欲望や想念、意思や決断などの個体性が刻印され、美的な価値基準や、社会的な状況、精神的な信仰、宇宙論に基づい 神話などと っ 要素が複層的にコード化される。こうして領域横断的にコード化された情報を、潜在領域から引き出して読み解くとき、 神話的な思考の特徴である全体化作用と共に、 ダイナミックな「夢見の時」が再び立ちあがっ くるかもし い。　
認知心理学者のマーリン・ドナルドは、こうして目に見えない秩序を目に見え
るようにする視覚描写の技術を、人間の認知 能力の進 を語 上で欠かすことのできない発明 一つに数え上げている
一二
。ドナルドによれば、後期旧石器時











だけでなく、私たちには想像上の存在と思われる動物や怪物、精霊や神々などが含まれるということだ。精巧な石器を使用し、火によって生の食材を焼いて食べるようになったホモ・エレクトゥスの段階から、さらに認知的進化を遂げたホモ・サピエンスは、現生人類の段階に至って高次 知的能力を開花させ、人間の心のなかに生じる奇怪 半人半獣 イメージや、月の運行と女性の生理現象をアナロジカルに統一す 周期性のイメージを視覚描写的に表現できるよう な た。　
身体の外に情報を具現化させる表現体は、現生人類の心を大きく拡張してくれ
る。オーストラリア先住民のチュリンガや槍投げ器、聖 る板などが神話的な空間認識を文字では く視覚的に表現したように ユーラシア大陸 後期旧石器時代人たちは、周期性のよう 複雑な時間情報を地図化し、さらに月齢 象徴 表現としての角や 生殖と豊饒 かかわ 女性像 表現を生み すようになる。こうした記憶技術の獲得は、人間が象形文字や 意文字 発明する遥か以前 出現した、シンボル表象 大きな進歩だと考えられ 。　
オーストラリアの先住民たちがチュリンガも、旧石器時代の動産芸術も まだ
書籍もコンピューターも知らなかった現生人類が発明した、高次情報体の一例である。つまり、これらの表現体を制作するこ に って、現生人類は自分自身肉体から記憶情報の一部を切り離し、これ 遠く離れた場所にいる別の集団や、自分たちの後に続いていく若い世代、あるいは死後に登場する未知の世代に引き継いでいくことが可能になった
一四
。視覚的な高次情報を担う芸術作品の歴史、





ちは、さまざまな視覚描写的技術を駆使して、自然界に存在する周期的な時間や動物たちの勇姿を記録し、数万年後の人びとにもなお感銘を与えるような、強靭な表現体を作り出した。太陽や月や星の運行周期を始め、季節のめぐりによって鹿やバイソンの角が生え換わり、蛇や熊が冬眠から覚め、多くの渡り鳥の群れが飛来しまた去っていく様子などが、後期旧石器時代にはさまざまな形で描き出されるようになる。宇宙論的な周期性を担う動物たち 姿は、どれ ダイナミックで美しい。そこでは時間は永遠に回帰し、生命もま そ ように回帰するように描かれてい のだ。　『文明の根源』に結実するアレキサンダー・マーシャックの研究は、この領域へと躍進を遂げた現生人類の心の働きを、 いきいきと伝えてくれる。 たとえばマーシャックは、後期旧石器時代のヨーロッパの遺跡 あちこちで発見された、動物の骨に刻まれた蛇が這いまわったよう 紋様に着目する。 あるときはジグザグに、また別のときは渦を描くように旋回する うした痕跡は、よく見ると最小単位となる点の連なりによって 一定のパターンに配置されていることがわかる。これらはいったい何を表わしているのだろうか。　動物の骨や角に穿たれた小さな孔の模様は、マーシャックによれば、夜空の月







































には、カモ、ガチョウ、ツル いった水鳥のデザインが描かれることが多いのだが、洞窟付近の生活空間からは、こうし 鳥たちの骨はさほど多く見つかってない。 当時の人間たちの日常食ではなかったにもかかわらず、 特定の水鳥がモチーフに選ばれた理由は、それが季節の変化を教えてく る渡り鳥 からであり、その生態を適切に観察していれば、人びとは厳寒の時期から春へと移り変わる変化を予測することができたからだろう。 そのこと 氷河期の生活においてはとくに、重大な意味を持ったはずである。　
天体の運動から流動し、移行する環世界 諸相へ。表現体に穿たれた記数法の
痕跡を読み解く、まったく新しい知的探究の方法によって マーシャックは周期的なリズムを伴い がら永遠 向かって旋行する時間認識 、すでに旧石器時代の人類の心に生じて たという事実を明るみ 出した だった。宇宙に遍在する周期性とリズムの認識が獲得されていなかったとした ど して人類 芸術を生み出すこ が出来ただろうか。 私たちの生活圏の外にひろがる大宇宙 空間 、周期的に反復する出来事という認識可能な次元と結びつくことで はじめ ダイナミックな運動体として理解されたのだろう。　
ラスコー、ショーヴェ、コスケール、アルタミラ、トロワフレールといったヨー











て垂直的なエネルギーが人びとに降り立つ強度の空間であり、 強度を洞窟壁面の「膜」に展開するとき、動物たち 壮麗 姿 ることにな 。中沢新一はさらに、このエネルギーがもっ も生々しい脳内のニューロン発火現象 して知覚される第一段階から、エネルギー 放射形を伴う第二段階へ、さら はもっとも具象化 れたイメージ操作の第三段階へと展開する「イメージの三層構造」を、ルイス＝ウィリアムズによるもっと単純なイメージ 段階論に抗いながら理論化している
一七
。




























ソバージュ』より転載。Marc Shell, Money, 











ミラークルの体系ではなく、無意識に蠢くカオス運動のなかから「生成しつつあるもの」として価値が出現する 富の創造過程の秘密が語られている。中沢新一はこの「無尽蔵の富を生み す不思議な器」という神話的なイメージが、後期旧石器時代 芸術撩乱期から現代に到る人類の歴史のなかで、繰り返し「贈与」や「増殖」をめぐる想像力を具現化してきた、と主張する。さらに、アーサー王伝説に現れるキリスト教 聖杯伝説や、フランソワ・ケネーを始めとする重農主義の経済学思想のなかにも、コルヌコピア神話が語ろうとしていた、古代的な贈与論思想の直接的な反響を読み解こう する である。ここには経済 芸術をつぐ、人類 心の秘密が語られている だ。　
ローセルの女性像に込められた「コルヌコピア型」の心的トポロジー構造を
辿っていくことによって、このイメージが本当に伝えようとしていた 想が明らかになる。それは単 人間圏の外からエネルギーを贈与 、大地の生産力をあ
らわすばかりでなく、死と再生のプロセスを無限に繰り返しながら何度もよみがえるエネルギーの循環運動（それは月の周期と比喩的 同一視される）をあらわすのである。このことは、芸術表現や宗教儀礼の歴史のな
かで、根本的な重要性をもつと思える。たとえば、旧石器芸術の主要な問題は、新石器時代より後には自明な の なる分節された空間的秩序の認識より、むしろ前空間的なエネルギーの増減に関わる認識だということが、 「コルヌコピア」のイメージによって喚起されるだろう。　
たとえば貯水プールや溜池に張られた水のように、生命力を静止した「存在」






















大陸にも同様の伝統があることは、民族学者たち 報告を見れば明らかだ。このような例は枚挙に暇 ないが、古代から現代に至るまで、音楽やダンスが満月の夜と関係づけられ こと 多 のは、月が つ、根源的な運動性やリズムに由来している。　
天空に浮かぶ月は、汲めども尽きせぬ贈与の泉であり、あらゆる生命と夢想の









いったい誰が否定できようか。月 死んでよみがえるの 同じよう 、むしろ洞窟と う場所に退却することによって、人間は自然に成り、もう一度その自然からまた人間に還っていく。これこそ「クラインの壷」と同様に 当時の人間たちが生成変化を実現する手立てだったのかもしれないが、女たちは自分たち 身体をとおして、とっく この冒険に挑んでいたのだった。洞窟は、反転した炉の火であり、文字通り皮膚を裏返された女性像 ある（そ ゆえ 壁面は胎盤 ように来訪者をつつむ） 。逆向きの言い方を れば、炉と女性像は、洞窟そのもが果たす捩じれた容器としての機能を、逆転しつつ担うこ になるのだ 懐胎と出産とい 体験をとおして、 母は洞窟となる。つまり自ら一体の「コルヌコピア」
となって、この世界に新しい生命を生み出すのである。一	 「ヴィーナス」というメタファーをめぐる議論については下記の論文を参照のこと。石倉敏明「裸の精霊
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 記憶の外部化という主題についてはアンドレ・ルロワ＝グーランの古典的研究『身ぶりと言葉』 （荒木亨訳、新潮社、一九七三年）を参照。哲学者 ベルナール・スティグレールはこの知見を引き継ぎ シンボル表記 歴史を「記憶技術（ムネモ・テクニッ
33
研究論文 秋田公立美術大学研究紀要　第１号　平成26年３月
ク） 」の系譜として考察している（ 『象徴の貧困』新評論、二〇〇六年） 。
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  仏教思想からのエナクティブ・アプローチ』田中靖夫訳、 工作舎、 二〇〇一年。
